
1 新潟県 十日町市 松之山温泉合同会社まんま

　平成22年に旅館・土産店・建設会社・住民など16名が共同
出資してまちづくり会社を設立。温泉はもちろん、美人林、
棚田、冬には雪を活用した里山体験や、十日町市のブラン
ド豚「妻有ポーク」を活用した湯治豚や棚田鍋などを開発し
郷土料理として観光客に提供。また、地域外の大学生が企
画・運営を行っている「松之山温泉ふぇすてBAR」や世界で
活躍する地元出身シェフを招いた「松之山ダイニングIN美人
林」（今年度（定員60名）は販売1週間で完売）を開催するな
ど、地域内外の多くの関係者を巻き込みながら、地域の所
得向上に貢献。
　併せて、余剰分の温泉熱と蒸気とのハイブリッドでの発電
を行い、発電状況を温泉街「湯治BAR」において遠隔モニ
ターで地域住民や観光客への視える化にも取り組む。

2 石川県 金沢市 金沢市農業協同組合

　 「農」あるライフスタイルを提供する農園を目指した石川県
内初のＪＡ支援型体験農園（令和４年は23組が参加）を運
営。営農に必要な農具や資材の提供やプロの栽培指導を
受けられることで、参加者からは「手ぶらで始められる」と喜
ばれている。
　また、地元テレビ局と連携し、定期番組（年６回放送）を放
送。県民に馴染みのあるアナウンサーの体験型農園での奮
闘ぶりを見て、視聴者からは農作業への共感やエール、入
園希望の問い合わせが届くなど、積極的なＰＲ活動を実施。
農業者だけでなく一般市民とJAの接点が増えたほか、ＪＡ職
員の意識改革にも繋がっている。

3 石川県 白山市
特定非営利活動法人
白山しらみね自然学校

　金沢大学と連携し、主に留学生(約20ヵ国延べ約600人)を
対象としたSDGsやジオ、エコパークを学ぶ体験プログラム
の開発や、金沢工業大学との産学連携によるまちづくり事
業(ハッカソン)の開催、地域全体を教育の場に変える「白峰
ボーディングスクール」「サテライトスクール」の実施、新しい
旅の形を支援する「TENJIKU白峰」の開設等多彩な取組を
通して関係人口を創出している。
　また、地域外の企業と連携し、白峰重要伝統的建造物群
保存地区内の空家を宿泊施設等に再生して地域丸ごとホテ
ルに変貌させる計画にも取り組み、空家活用を促進してい
る。

4 石川県 輪島市

　
　
　山本　亮

　輪島市地域おこし協力隊として移住後、同市三井町の風
景と暮らしを活かし、地域のファンを増やすことで持続可能
性を高める「里山まるごとホテル」を目指し、築170年の茅葺
古民家を改修し、古民家レストラン茅葺庵を開設。ばぁばの
知恵袋と能登の発酵食文化をベースとしたメニューの提供
や有名カフェとコラボしたスイーツ開発やポップアップレスト
ランを開催している。
　また、周囲の古民家を１棟貸の宿泊施設(中右衛門)として
改修し、里山をまるごと楽しめる宿として楽天トラベル☆５の
評価を得ている。併せて、宿泊者を対象に毎日里山お散歩
ガイドツアーを実施（宿泊客の７割が参加）するとともに、癒
しの提供として、リラクゼーションサロンも開設している。

5 石川県 穴水町

　
　
　合同会社　狩女の会
　代表社員　福岡　富士子
　（ジビエふじこ）

　地域の獣害対策に捕獲隊員・鳥獣保護員として１年を通し
て猪の捕獲などに携わるとともに、ジビエのバイヤーとして、
全国の食肉処理施設から肉を仕入れ、料理店や一般顧客、
スーパーマーケットなどとの関係を築いて卸や小売業として
も活動（令和4年度売上150万円）。豚熱の影響がある中、全
国の狩女の会メンバー50名と連携し、全国の処理施設から
仕入れ供給を継続（現在の顧客数 個人350名、法人15社）
。さらに、テレビ番組「世界一受けたい授業」の講師を務める
等農林漁業のPR活動も行っている。
　また、農家民泊協議会や観光協会等と連携した地域の賑
わい創出や、高校・大学での講義、地元農林水産物を利用
した商品開発のアドバイス、ツアー企画なども行っている。
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立教大学、他とのコラボ

松之山温泉ふぇすてBAR

利用者グッズで一体感と

参加機運の上昇

お寺で遠隔授業

サテライトスクール

遊ぶ里山 お散歩中に

ばぁばと収穫体験

地元関係者に箱縄教室


